
 

令和６年度 学校運営について 

 

氷見市立湖南小学校 

 

１ 学校教育目標  

 

心豊かに、たくましく生きる子供の育成 

       【 目指す学校 】   

〇 みんな生き生き、ひとみ輝く湖南小学校 

【 目指す子供 】  

〇やさしい子    〇よく考える子    〇やりぬく子 

  

２ 本年度の重点目標 

  なりたい自分を目指し、自ら考え、行動する子供の育成 

３ 学校運営の方針 

(1)  安全・安心な学校 

・日々の安全指導の徹底と防災教育を推進し、危機管理意識のさらなる高揚に努める。 

・「生命尊重」を基盤にし、自他をかけがえのない存在として尊重する心を育む。 

    ・計画的な生徒指導を行い、安心して学び合える教育環境をつくる。 

(2)  誰にとっても居心地のよい学校 

・児童理解に努め、教師と児童の信頼関係を深める。 

・挨拶や言葉のやりとりを通して、認め、励まし合う温かい人間関係づくりを行う。 

・発達促進的・開発的な教育相談を行い、情報を共有し、チームでの支援を充実する。 

(3)  確かな学びを目指す学校 

    ・基礎的・基本的な知識や技能の確実な定着を図り、学ぶ意欲の向上に努める。 

   ・伝え合う楽しさやよさを味わうことができるよう、言語活動の充実を図る。 

・児童の実態に即した教材研究を進め、日々の授業を大切にし、指導力の向上に努める。 

(4)  たくましくやりぬく子供を育成する学校 

・家庭と連携しながら基本的な生活習慣の定着を図り、健康な心と体づくりを促進する。 

   ・なりたい自分を目指し、目標に向かい、くじけずに努力を重ねる強い心を育てる。 

(5)  地域に根ざした活力のある学校 

    ・コミュニティ・スクール導入の趣旨を周知するとともに、学校運営協議会において、

育てたい子供像や目標を共有し、協働しながら成長を支える。 

   ・地域人材を活用した授業や行事を通して、地域の人々から学び、郷土を愛する心と持

続可能な社会の創り手を育てる。 

   ・家庭や地域、中学校、園等と願いを共有し、連携を図って、よりよい取組を推進する。 

(6) 創意工夫を生かした学校 

   ・自校の教育活動のよさや強み、課題等を共通理解し、教職員の創意工夫を生かして教

育活動の工夫・改善に努める。持続可能な方法を模索しながら、自校の特徴的な取組

を継承していく。 

   ・学校全体で見通しをもってアクション・プランに取り組むとともに、評価を基に、改

善につながる方策を工夫する。 


